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②
対
象
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て

い
る
か
。

　

食
堂
部
分
の
拡
張
は
指
定
管
理
者

か
ら
の
要
望
で
、事
業
内
容
の
交
付
決

定
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

③
現
在
の
進
行
状
況
は
。

　

設
計
書
が
完
成
し
入
札
後
は
、早

期
に
工
事
着
手
を
行
い
ま
す
。

④
今
後
の
課
題
と
対
策
は
。

　

雪
が
降
る
ま
で
の
早
期
の
工
事
完

成
と
、建
設
後
の
主
な
目
的
は
食
堂
の

増
設
で
、そ
の
他
の
多
目
的
な
利
用
方

法
は
、指
定
管
理
者
や
町
観
光
協
会

等
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

★
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
①
地
域
別
施
策
は
。

　

人
口
減
少
問
題
を
克
服
し
、町
が
持

続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
道
筋
を
示

す
町
全
体
の
戦
略
で
、人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、的
確
に
対
応
す
る
た
め

の
対
策
そ
れ
ぞ
れ
が
施
策
で
す
。

②
起
業
セ
ミ
ナ
ー
・
公
開
講
座
は
行
っ

て
い
る
か
。

　

町
商
工
会
、津
山
信
用
金
庫
、日
本

政
策
金
融
公
庫
等
と
協
議
を
行
い
、平

成
29
年
１
月
に
町
商
工
会
館
で
、町
内

在
住
者
及
び
町
内
で
創
業
予
定
の
方

を
対
象
に
、「
創
業
支
援
個
別
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

③
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
で
29

年
度
の
対
策
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

た
の
か
。

　

平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
、27

年
度
は
実
施
期
間
が
半
年
で
、28
年

②
対
象
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て

い
る
か
。

③
現
在
の
進
行
状
況
は
。

④
今
後
の
課
題
と
対
策
は
。

★
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
①
地
域
別
施
策
は
。

②
起
業
セ
ミ
ナ
ー
・
公
開
講
座
は
行
っ

て
い
る
か
。

③
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
で
29

年
度
の
対
策
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

た
の
か
。

度
は
検
証
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

29
年
度
は
28
年
度
ま
で
の
検
証
を

行
う
予
定
で
す
。

★
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
に
つ

い
て
①
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

　

５
か
年
計
画
で
昨
年
度
よ
り
実
施

し
、事
業
数
は
ハ
ー
ド
事
業
１
３
５

件
、ソ
フ
ト
事
業
12
件
、総
事
業
費
額

は
１
２
０
億
８
，４
９
１
万
円
で
す
。

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
事
業
数
は
ソ

フ
ト
事
業
を
含
み
51
件
で
、事
業
費
は

24
億
６
，３
４
１
万
円
で
す
。事
業
費
の

み
で
計
画
値
と
対
比
す
る
と
、20・３
％

で
、計
画
通
り
推
進
出
来
て
い
ま
す
。

②
自
立
促
進
に
必
要
な
計
画
の
「
か

が
み
の
フ
ァ
ン
創
出
事
業
」
等
の
事

業
主
体
は
町
だ
が
、
実
態
は
任
意
団

体
に
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良

い
の
か
。　
　
　
　

　
「
か
が
み
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」

と
業
務
委
託
を
結
び
、事
業
実
施
し
、

職
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
部
分

を
補
完
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

③
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
導

入
要
望
が
あ
っ
た
が
な
ぜ
申
請
し
な

か
っ
た
の
か
。

　

こ
の
制
度
の
真
の
目
的
は
、１
〜
３

年
の
活
動
期
間
を
終
え
た
後
、地
域
で

自
立
・
定
住
し
、個
人
で
起
業
や
地
域

に
働
き
場
所
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
、生
や
さ
し
い
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、募
集
に
踏
み
切
っ
て

い
ま
せ
ん
。

★
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
に
つ

い
て
①
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

②
自
立
促
進
に
必
要
な
計
画
の
「
か

が
み
の
フ
ァ
ン
創
出
事
業
」
等
の
事

業
主
体
は
町
だ
が
、
実
態
は
任
意
団

体
に
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良

い
の
か
。

③
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
導

入
要
望
が
あ
っ
た
が
な
ぜ
申
請
し
な

か
っ
た
の
か
。

④
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
実
行
す
る
協
働
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
て
い
る
の
か
。　

　

協
働
と
い
う
意
味
合
い
で
、未
来
希

望
基
金
事
業
や
福
祉
分
野
で
行
っ
て

い
る
地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施
状
況
を

総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、出
来
て
い
ま

す
。

★
鏡
野
町
第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
①
今
年
度
の
行
政
運
営
に
反
映
し

た
と
こ
ろ
は
。

　

最
重
点
施
策
の「
健
康
づ
く
り
の
推

進
」「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
定
住

化
の
促
進
」、重
点
施
策
の「
地
域
福

祉
の
推
進
」「
農
業
の
振
興
」「
林
業

の
振
興
」「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」

で
す
。

②
評
価
結
果
は
ど
の
よ
う
に
公
表
し

て
い
る
か
。

　

施
策
評
価
の
公
表
は
、平
成
20
年

度
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、各
振
興
セ

ン
タ
ー
、総
合
政
策
室
、議
会
事
務
局

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
各
計
画
書
の
費
用
と
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
①
作
成
費
用
と
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
払
っ
た
費
用
は
。

　

か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
は
、通

信
運
搬
費
、
印
刷
製
本
費
、
委
員
報

酬
、委
託
料
等
５
６
７
万
円
で
、こ
の

内
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
料
は

５
０
０
万
円
で
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
は
、印
刷
製
本

費
、委
員
報
酬
で
１
０
７
万
円
の
み
で

す
。

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

は
、印
刷
製
本
費
10
万
円
の
み
で
す
。

④
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
実
行
す
る
協
働
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
て
い
る
の
か
。

★
鏡
野
町
第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
①
今
年
度
の
行
政
運
営
に
反
映
し

た
と
こ
ろ
は
。

②
評
価
結
果
は
ど
の
よ
う
に
公
表
し

て
い
る
か
。

★
各
計
画
書
の
費
用
と
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
①
作
成
費
用
と
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
払
っ
た
費
用
は
。

　

地
域
再
生
計
画
は
費
用
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
今
後
の
計
画
策
定
は
広
く
町
民
が
参

加
で
き
る
過
程
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　

計
画
に
も
よ
り
ま
す
が
、町
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針

と
な
る
総
合
計
画
は
、町
民
の
意
見
を

聞
く
場
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

③
町
職
員
が
計
画
を
熟
知
し
、
勤
務
時

間
以
外
は
地
域
住
民
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
が
。

　

職
員
は
自
分
が
担
当
す
る
各
種
計

画
を
熟
知
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、全

て
の
計
画
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

勤
務
外
に
責
任
あ
る
仕
事
を
行
わ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、意
識
を

も
っ
て
活
動
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

★
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
①
今

後
ど
の
よ
う
な
充
実
を
図
る
の
か
。

　

学
力
の
向
上
で
は
、学
習
規
律
や
生

活
規
律
を
整
え
、落
ち
着
い
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
、そ
の
成
果
が
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
等
の
整
備
で
は
、大
規

模
改
修
や
修
繕
な
ど
を
行
い
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

②
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
町

独
自
の
教
育
環
境
を
。

　

米
作
り
体
験
、里
山
学
習
、泉
山
登

山
、水
辺
の
生
き
物
調
べ
な
ど
各
学
校

で
様
々
な
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

ス
キ
ー
教
室
は
町
独
自
の
校
外
学

習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
今
後
の
計
画
策
定
は
広
く
町
民
が
参

加
で
き
る
過
程
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

③
町
職
員
が
計
画
を
熟
知
し
、
勤
務
時

間
以
外
は
地
域
住
民
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
が
。

★
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
①
今

後
ど
の
よ
う
な
充
実
を
図
る
の
か
。

②
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
町

独
自
の
教
育
環
境
を
。

★
鏡
野
町
第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

①
特
定
健
診
の
受
診
率
及
び
国
保
被
保

険
者
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
削
減
の
近

年
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
。

　

平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

（
町
算
定
）は
、44・
７
％
で
毎
年
少
し

ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
の
医
療
費
の
分
析
結

果
は
、特
定
健
診
受
診
者
よ
り
未
受

診
者
の
方
が
医
療
費
が
高
額
な
こ
と

か
ら
、受
診
者
を
増
や
し
、必
要
に
応

じ
て
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み

を
勧
め
、将
来
的
に
医
療
費
の
削
減
に

繋
げ
ま
す
。

②
観
光
の
振
興
で
具
体
的
な
取
り
組

み
や
構
想
は
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
・
雑
誌

等
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
の
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
、合
宿
補
助
金
な
ど
を
利
用
し

て
の
宿
泊
施
設
と
の
連
携
の
推
進
、特

産
品
の
開
発
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
地
域
資

源
を
利
用
し
た
新
規
産
業
の
創
出
や

定
住
支
援
を
。

　

地
方
で
創
業
・
起
業
を
希
望
す
る

起
業
家
を
探
す
こ
と
が
困
難
で
す
が
、

町
起
業
支
援
事
業
補
助
金
制
度
で
、

町
内
に
起
業
を
希
望
す
る
方
々
に
ど

ん
ど
ん
来
て
い
た
だ
き
、起
業
し
て
欲

し
い
と
考
え
ま
す
。

④
香
典
返
し
等
紛
失
事
件
が
起
き
な
い

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
が
対
応
策
は
。

　

職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
、

全
職
員
を
対
象
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
を
実
施
し
、
法
令
遵
守
や
公

務
員
と
し
て
の
倫
理
遵
守
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
鏡
野
町
第
２
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

①
特
定
健
診
の
受
診
率
及
び
国
保
被
保

険
者
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
削
減
の
近

年
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
。

②
観
光
の
振
興
で
具
体
的
な
取
り
組

み
や
構
想
は
。

③
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
地
域
資

源
を
利
用
し
た
新
規
産
業
の
創
出
や

定
住
支
援
を
。

④
香
典
返
し
等
紛
失
事
件
が
起
き
な
い

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
が
対
応
策
は
。


